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一ノ瀬 正和 
 

ICHINOSE Masakazu 

 
最終所属部局  医学系研究科 内科病態学講座 呼吸器内科学分野 

職名   教授 

生年月日   1954年 9月 19日 

出身学校   東北大学医学部医学科  1980年卒業 

取得学位   医学博士   1990年 

略歴    

1980年 4月      東北大学医学部付属病院第一内科研修 

1980年 5月      岩手県立胆沢病院内科 研修医 

1982年 4月      東北大学医学部付属病院 医員 

1988年 1月      英国立心肺研究所胸部内科留学 

1990年 2月      東北大学医学部付属病院 医員（同上より帰国） 

1990年 6月      東北大学医学部付属病院 助手 

2001年 2月      東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野 講師 

2002年 9月      東北大学大学院医学系研究科感染病態学分野 助教授 

2003年 5月      和歌山県立医科大学医学部内科学第三講座 教授 

2012年 5月      東北大学大学院医学系研究科呼吸器内科学分野 教授 

 
＜研究活動に関する情報＞ 

専門分野 

・ 呼吸器内科学 

 

研究課題 

1. 慢性閉塞性肺疾患(COPD)の病態解明と新規治療法の確立 

2. COPD合併喘息の新規治療法開発等に関する研究 

 

所属学会 

1. 日本内科学会（評議員、認定医、指導医） 

2. 日本呼吸器学会（常務理事、理事、支部長、代議員、専門医、指導医） 

3. 日本アレルギー学会（評議員、支部長）      

4. 日本癌学会                                                               

5. 日本肺癌学会 

6. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 

7. 日本 NO学会（理事、企画委員） 
8. American Thoracic Society 

9. European Respiratory Society 

10. Asian Pacific Society of Respirology 

 

会議の主催・運営 

・ 第 49回臨床呼吸機能講習会会長（平成 21年・仙台） 

・ 第 10回 NO学会学術集会会長（平成 22年 6月・京都） 

・ 第 76回日本呼吸器学会近畿地方会会長（平成 22年 12月・大阪） 

・ 第 106回日本結核病学会近畿地方会会長（平成 22年 12月・大阪） 

・ 第 98回日本呼吸器学会東北地方会会長（平成 26年 3月・仙台） 
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・ 第 204回日本内科学会東北地方会会長（平成 27年 2月・仙台） 

・ 第 205回日本内科学会東北地方会会長（平成 27年 6月・仙台） 

・ 第 207回日本内科学会東北地方会会長（平成 28年 2月・仙台） 

・ 第 208回日本内科学会東北地方会会長（平成 28年 7月・仙台） 

・ 第 1回日本アレルギー学会東北地方会会長（平成 31年 2月・仙台） 
 

ガイドライン作成 

・ COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のためのガイドライン 第 2 版．日本呼吸器学会

COPDガイドライン第 2版作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2004．作成委員  

・ 酸素療法ガイドライン．日本呼吸器学会肺生理専門委員会，日本呼吸管理学会酸素療

法ガイドライン作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2006．日本呼吸器学会肺生

理専門委員会委員 

・ 呼吸機能検査ガイドライン II ―血液ガス、パルスオキシメータ―．日本呼吸器学会 肺

生理専門委員会「呼吸機能検査ガイドラインⅡ」作成委員会(編)．東京：メディカルレビュ

ー社；2006．作成委員 

・ スパイロメトリーハンドブック～日常診療で簡単に行える呼吸機能検査．日本呼吸器学会

肺生理専門委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2007．日本呼吸器学会肺生理専門

委員会副委員長 

・ 臨床呼吸機能検査 第 7 版．日本呼吸器学会肺生理専門委員会(編)．東京：メディカル

レビュー社；2008．日本呼吸器学会肺生理専門委員会副委員長 

・ 臨床呼吸機能検査 第 8 版．日本呼吸器学会肺生理専門委員会(編)．東京：メディカル

レビュー社；2016.  日本呼吸器学会肺生理専門委員会委員長 

・ 喘息予防・管理ガイドライン 2009．一般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン専

門部会(監修), 「喘息予防・管理ガイドライン 2009」作成委員(作成).東京：協和企画；

2009. 専門部会委員 

・ COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のためのガイドライン 第 3 版．日本呼吸器学会

COPD ガイドライン第 3 版作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2009.  作成委

員  

・ 喘息予防・管理ガイドライン 2012．一般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン

専門部会(監修), 「喘息予防・管理ガイドライン 2012」作成委員(作成).東京：協和企画；

2012.  専門部会委員 

・ COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のためのガイドライン 第 4 版．日本呼吸器学会

COPD ガイドライン第 4 版作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2013.  責任編

集委員 

・ 喘息予防・管理ガイドライン 2015 ．一般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン
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専門部会(監修), 「喘息予防・管理ガイドライン 2015」作成委員(作成).東京：協和企画；

2015.  一般社団法人日本アレルギー学会アレルギー疾患ガイドライン作成委員会, 一

般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン専門部会委員 

・ 酸素療法マニュアル．日本呼吸ケア・リハビリテーション学会酸素療法マニュアル作成委

員会，日本呼吸器学会肺生理専門委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2017．日本

呼吸器学会肺生理専門委員会委員長 

・ COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のためのガイドライン 第 5 版．日本呼吸器学会

COPD ガイドライン第 5 版作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2018.  責任編

集委員 

・ 喘息予防・管理ガイドライン 2018．一般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン専

門部会(監修), 「喘息予防・管理ガイドライン 2018」作成委員(作成).東京：協和企画；

2018.  一般社団法人日本アレルギー学会喘息ガイドライン専門部会 

・ 肺生理専門委員会呼気一酸化窒素(NO)測定ハンドブック．呼気一酸化窒素(NO)測定

ハンドブック作成委員会，日本呼吸器学会肺生理専門委員会(編)．東京：メディカルレビ

ュー社；2018．作成委員会委員長，日本呼吸器学会肺生理専門委員会委員長 

・ 喘息と COPDのオーバーラップ診断と治療の手引き 2018．一般社団法人日本呼吸器学

会喘息と COPD のオーバーラップ(Asthma and COPD Overlap：ACO)診断と治療の手引

き 2018作成委員会(編)．東京：メディカルレビュー社；2018．責任編集委員 

 

学術受賞 

1994年  日本胸部疾患学会（現日本呼吸器学会） 奨励賞 

1996年  アレルギー協会 アレルギー学術奨励賞 

1998年  日本呼吸器学会 熊谷賞 

2002年  東北大学医学部奨学賞 金賞 

 
＜大学運営に関する情報＞  

学内委員 

・ 臨床研究推進センター運営会議委員  2012年 5月～2017年 3月 

・ 肺移植適応検討委員会   2012年 5月～2020年 3月 

・ 病床管理委員会    2012年 5月～2020年 3月 

・ 企画室員     2012年 5月～2015年 3月 

・ 医学科運営委員会    2012年 5月～2019年 3月 

・ 兼業に関する審査委員会   2012年 5月～2017年 3月 

・ 東北大学病院初期臨床研修管理委員会  2013年 3月～2020年 3月 

・ 学術情報資料選定小委員会   2013年 4月～2016年 3月 

・ クリニカルスキルスラボ運営委員会  2013年 4月～2014年 3月 
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・ 院内講師選考委員会    2013年 4月～2018年 3月 

・ 生理検査センター運営委員会   2013年 4月～2018年 3月 

・ 研修管理委員会    2013年 4月～2018年 3月 

・ 医療安全推進委員会    2013年 4月～2018年 3月 

・ 病床管理委員会    2013年 4月～2018年 3月 

・ 評価室員     2013年 4月～2018年 3月 

2019年 4月～2020年 3月 

・ 附属図書館商議会    2014年 4月～2018年 3月 

・ 図書館本館学生用図書選書委員会  2014年 4月～2017年 3月 

・ 緩和医療部運営委員会   2014年 4月～2018年 3月 

・ 東北大学病院臨床研究財務審査委員会  2015年 2月～2020年 3月 

・ メディカル ITセンター運営委員会  2015年 4月～2018年 3月 

・ 呼吸器センター運営委員会   2015年 4月～2020年 3月 

・ 医学分館運営委員会    2016年 4月～2018年 3月 

・ 研究科運営委員会    2016年 4月～2017年 3月 

・ 新設医学部連携室    2016年 4月～2019年 3月 

・ 東北大学病院個別化医療センター運営会議委員 2017年 4月～2020年 3月 

・ 医学部認証評価ワーキンググループ  2018年 4月～2019年 3月 

・ 東北大学医学部プログラム評価委員会  2019年 4月～2020年 3月 

 
＜社会活動に関する情報＞  

行政機関等参加 

・ 医薬品医療機器総合機構専門委員   2015年～ 

・ 国立大学教育研究評価委員会専門委員  2016年～2017年 
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業績リスト 
 

Ⅰ著書・編書 

Ⅰ－ⅰ英文著書 
 

1990年 
1. Ichinose M, Takishima T, Barnes PJ. Histamine H3-receptors: function in airways. Kobayashi 

S, Bellanti JA, editors. Advances in asthmology 1990. Excerpta Medica, New York, 1991: 
p349-p354 
 

2. Yamada N, Inoue H, Aratani H, Ichinose M. Bronchoconstriction after oral allergen challenge 
in sensitized guinea pigs. Kobayashi S, Bellanti JA, editors. Advances in asthmology 1990. 
Excerpta Medica, New York, 1991; p457-p460 
 

2000年 
3. Koarai A, Ichinose M, Ishigaki S, Yamagata S, Sugiura H, Sakurai E, Kuramasu A, Watanabe 

T, Hattori T, Shirato K, Ohtsu H. Endogenous histamine and allergic eosinophil infiltration 
into the airways. Watanabe T, Timmerman H, Yanai K, editors. Histamine research in the new 
millennium. Excerpta Medica, New York, 2001; p325-p328 
 

2001年 
4. Kimura K, Ichinose M, Hayashi M, Tamura G, Hattori T, Shirato K. Effects of a selective H1-

receptor antagonist, epinastine, on airway inflammation in asthmatics. Watanabe T, 
Timmerman H, Yanai K, editors. Histamine research in the new millennium. Excerpta Medica, 
New York, 2001; p349-p354 
 

2003年 
5. Ichinose M. Antiallergic drugs. Spina D, Page CP, Metzger WJ, O’Connor BJ editors. Drugs 

for the treatment of respiratory diseases. Cambridge University Press, Cambridge, 2003; 
p119-p123 
 

2012年 
6. Sugiura H, Ichinose M. Respiratory system. Nitric Oxide Synthase Inhibitors: From Animal 

Studies to Clinical Implications. Transworld Researh Network. India, 2012; 137-150 
 

2017年 
7. Tamada T, Ichinose M. Leukotriene Receptor Antagonists and Antiallergy Drugs. Handb Exp 

Pharmacol. 2017; 237: 153-169 
 

Ⅰ－ⅱ和文著書 
 

1994年 
1. 一ノ瀬正和、井上洋西、ニューロキニン A．小倉 剛、日和田邦男、山木戸道郎 編、KEY 

WORD呼吸器系 1994-1995. 先端医学社、東京、1994、p126-p127 
 

2. 一ノ瀬正和、細菌・ウイルス感染による気道反応性の亢進. 原沢道美、北村 諭 編、呼吸
器疾患: state of arts 1995-1998. 医歯薬出版、東京、1994、p38-p40 
 

1995年 
3. 一ノ瀬正和、ヒスタミン受容体. 太田保世 編、Annual Review 呼吸器 1995. 中外医学社、

東京、1994、p87-p94 
 

4. 一ノ瀬正和、気道の収縮と拡張. 市村登寿 編、小児アレルギー疾患研究の進歩.ライフサ
イエンス、東京、1995、p60-p64 
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5. 一ノ瀬正和、喘息とNO. 冨岡久夫 ら編、気道アレルギー’95. メディカルレビュー社、東京、
1995、p33-p40 
 

1996年 
6. 一ノ瀬正和、気管支喘息の特徴である気道過敏性の機序と測定法. アレルギー疾患Q&A. 

医薬ジャーナル社、東京、1996、p63-p64 
 

7. 一ノ瀬正和、高張食塩水誘発痰中サブスタンスＰ含量と気道疾患. 宮本昭正 編、Asthma-
an Inflammatory Diseases vol. 3: Diagnosis and Management.  Excerpta Medica、東京、
1996、p11-p13 
 

1997年 
8. 一ノ瀬正和、白土邦男、気道炎症と NO. 井村裕夫 ら編、最新内科学大系: プログレス 4 

免疫・アレルギー. 中山書店、東京、1997、45: 463-483 
 

9. 一ノ瀬正和、神経ペプチドと喘息. 宮本昭正 編、Asthma-an Inflammatory Diseases vol. 4: 
Pathogenesis and Perspective. Excerpta Medica、東京、1997、 p93-p97 

 
1998年 

10. 一ノ瀬正和、神経. 中嶋重徳、宮本昭正、小林節雄 編、メディエーター. ライフサイエンス
出版、東京、1998、p44-p54 
 

1999年 
11. 一ノ瀬正和、白土邦男、気道過敏性の成立機序. 中川武正、秋山一男 編、プラクティス

内科シリーズ 5: 気管支喘息. 南江堂、東京、1999、p183-p187 
 

12. 杉浦久敏、一ノ瀬正和、白土邦男、気道炎症と NO. 工藤翔二 等編、Annual Review 呼
吸器 1999. 中外医学社、東京、1999、p48-p56 
 

13. 井上洋西、田村 弦、一ノ瀬正和、三浦一樹、茆原順一、瀧島 任、地域における喘息患
者 QOL の実態調査: 抗ロイコトリエン剤の効果とその特徴. 茆原順一 編、ロイコトリエンと
気管支喘息・アレルギー. 医薬ジャーナル社、東京、1999、p90-p103 
 

2000年 
14. 山縣俊介、一ノ瀬正和、生体内 NO測定法の応用: 呼気ガス分析法. 吉村哲彦 編、生体

内一酸化窒素(NO)実験プロトコール. 共立出版、東京、2000、p252－p257 
 

15. 一ノ瀬正和、使い方によって効く抗コリン薬. 足立 満 他編、症例に学ぶ気管支喘息治療. 
Medical View、東京、2000、p73 
 

2001年 
16. 一ノ瀬正和、COPD. 酒井 紀 等監修、認定医･専門医のための内科学レビュー. 総合医

学社、東京、2001、p7-p11 
 

17. 一ノ瀬正和、難治性喘息. 泉 孝英 編、最新医学・別冊 新しい診断と治療の ABC: 2 喘
息. 最新医学社、大阪、2001、p207-p213 
 

18. 福田 健、一ノ瀬正和、森 晶夫、泉 孝英、喘息-21 世紀の課題. 泉 孝英 編、最新医
学・別冊 新しい診断と治療の ABC: 2 喘息. 最新医学社、大阪、2001、p261-p274 
 

19. 戸蒔雅文、一ノ瀬正和、TXA2拮抗薬の特徴と適応の基本. 飯倉洋治 等編、気管支喘息
治療のストラテジー: 治療の実際. 先端医学社、東京、2001、p134-p138 
 

2003年 
20. 奈良正之、一ノ瀬正和、ムスカリン受容体. 工藤翔二 等編、Annual Review 呼吸器 2003. 

中外医学社、東京、2003、p16-p23 
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21. 高橋識至、一ノ瀬正和、ロイコトリエン受容体拮抗薬と QOL. 足立 満 編、ロイコトリエン受
容体拮抗薬のすべて. 先端医学社、東京、2003; p162-p165 
 

22. 小川浩正、一ノ瀬正和、COPD を見逃さないために. 福地義之助 編、呼吸器診療二項の
秘訣. 金原出版、東京、2003、p158-p159 
 

2005年 
23. 一ノ瀬正和、COPD 診療マニュアル-病態理解から薬物療法・管理まで-. 南江堂、2005、

p1-p150 
 

24. 一ノ瀬正和、COPD の概略. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江堂、2005、p1-
p6 
 

25. 一ノ瀬正和、診断の手順. 一ノ瀬正和 編、COPD診療マニュアル. 南江堂、2005、p7-p9 
 

26. 一ノ瀬正和、薬物療法の基本とコツ. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江堂、
2005、p35-p39 
 

27. 山縣俊之、一ノ瀬正和、抗コリン薬. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江堂、
2005、p40-p48 
 

28. 松永和人、一ノ瀬正和、β2 刺激薬. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江堂、
2005、p49-p56 
 

29. 南方良章、一ノ瀬正和、テオフィリン薬. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江堂、
2005、p57-p62 

 
30. 山縣俊之、一ノ瀬正和、併用療法. 一ノ瀬正和 編、COPD診療マニュアル. 南江堂、2005、

p63-p67 
 

31. 戸蒔雅文、一ノ瀬正和、吸入ステロイド薬. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 南江
堂、2005、p71-p77 
 

32. 山縣俊之、一ノ瀬正和、増悪期の病態把握のコツ. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュア
ル. 南江堂、2005、p79-p83 
 

33. 戸蒔雅文、一ノ瀬正和、増悪期の管理の実際. 一ノ瀬正和 編、COPD 診療マニュアル. 
南江堂、2005、p84-p93 
 

34. 山縣俊之、一ノ瀬正和、COPD に使用される主な薬剤一覧表. 一ノ瀬正和 編、COPD 診
療マニュアル. 南江堂、2005、p133-p135 
 

35. 一ノ瀬正和、慢性閉塞性肺疾患(肺気腫症/慢性気管支炎). 山口 徹, 北原光夫 総編集、
今日の治療指針 2005. 医学書院、2005、p206-p207 
 

36. 一ノ瀬正和、COPD(慢性閉塞性肺疾患)診断と治療のためのガイドライン. 山口 徹, 北原
光夫, 福井次矢 総編集、今日の治療指針 2005. 医学書院、2005、p1513-p1517 
 

37. 平野綱彦、山縣俊之、一ノ瀬正和、呼気凝縮液による病態解明. 工藤翔二, 土屋了介, 
金沢 実, 大田 健 編、Annual Review 呼吸 2005. 中外医学社、2005、p85-p91 
 

38. 山縣俊之、一ノ瀬正和、テオフィリンの臨床効果(COPD). 宮本昭正, 眞野健次監修、喘息
治療におけるテオフィリン薬. メディカルレビュー社、2005、p263-p277 
 

39. 南方良章、一ノ瀬正和、気管支拡張薬 (2) β2 刺激薬. 長瀬隆英, 大石展也 編、呼吸器
疾患治療のエビデンス. 文光堂、2005、p3-5 
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40. 南方良章、一ノ瀬正和、気管支拡張薬 (3) キサンチン薬. 長瀬隆英, 大石展也 編、呼
吸器疾患治療のエビデンス. 文光堂、2005、p6-p7 

 
2006年 

41. 平野綱彦、一ノ瀬正和、抗コリン薬の種類・使用法. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ
COPD. 日本医事新報社、2006、p66-p72 
 

42. 松永和人、一ノ瀬正和、β2 刺激薬の種類・使用法. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ
COPD. 日本医事新報社、2006、p73-p77 
 

43. 南方良章、一ノ瀬正和、テオフィリンの使用法. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ COPD. 
日本医事新報社、2006、p78-p82 
 

44. 松永和人、一ノ瀬正和、ステロイドの使用法(吸入・経口). 福地義之助 編、高齢者診療の
ツボ COPD. 日本医事新報社、2006、p83-p87 
 

45. 南方良章、一ノ瀬正和、粘液調整(去痰)薬の使用法. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ
COPD. 医事新報社、2006、p88-p90 
 

46. 山縣俊之、一ノ瀬正和、PDE4 阻害薬など. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ COPD. 
医事新報社、2006、p91-p93 
 

47. 山縣俊之、一ノ瀬正和、ステージ別の治療と管理. 福地義之助 編、高齢者診療のツボ
COPD. 医事新報社、2006、p102-p105 
 

48. 山縣俊之、一ノ瀬正和、選択基準, 薬剤の変更パターン. 福地義之助 編、高齢者診療の
ツボ COPD. 医事新報社、2006、p106-p108 
 

49. 相澤久道, 一ノ瀬正和、呼吸器疾患の展望  基礎から臨床まで. 医学書院、2006、p1-
p232 
 

50. 一ノ瀬正和、山縣俊之、気道炎症評価法-呼気ガス, 呼気凝縮液, 喀痰. 相澤久道, 一ノ
瀬正和 編、呼吸器疾患の展望 基礎から臨床まで. 医学書院、2006、p202-p213 
 

51. 山縣俊之、一ノ瀬正和、気管支喘息. 長瀬隆英, 永田泰自 編著、図解 呼吸器内科学テ
キスト. 中外医学社、2006、p149-p152 

 
2007年 

52. 南方良章、一ノ瀬正和、COPDの病態. 工藤翔二, 土屋了介, 金沢 実, 大田 健 編集、
Annual Review呼吸器. 中外医学社、2007、p87-p97 
 

53. 一ノ瀬正和、COPD(慢性閉塞性肺疾患)診断と治療のためのガイドライン(第 2 版)の概略. 
日野原重明, 高久史麿, 黒川 清 編集、PTM 治療マニュアル ガイドラインダイジェスト. 
NIHON MEDIS、2007 
 

54. 大田 健, 一ノ瀬正和、呼吸器 common disease の診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、
2007、p1-p394 
 

55. 山縣俊之、一ノ瀬正和、Ⅱ. 喘息の診断の進め方, [B]診断につながる臨床検査所見, 3. 気
道炎症の非侵襲的評価法をめぐる最近の動向 . 大田 健 , 一ノ瀬正和  編、呼吸器
common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p148-p151 
 

56. 山縣俊之、一ノ瀬正和、1 章 呼吸器疾患，気管支拡張症. 大田 健, 奈良信雄 編、今日
の診断基準. 南江堂、2007、p19 
 

57. 山縣俊之、一ノ瀬正和、1 章 呼吸器疾患，嚢胞性線維症. 大田 健, 奈良信雄編、今日
の診断基準. 南江堂、2007、p20 
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58. 山縣俊之、一ノ瀬正和、1 章 呼吸器疾患，Kartagener 症候群. 大田 健, 奈良信雄 編、

今日の診断基準. 南江堂、2007、p115 
 

59. 山縣俊之、一ノ瀬正和、1章 呼吸器疾患，immotile-cilia症候群. 大田 健, 奈良信雄 編、
今日の診断基準. 南江堂、2007、p119 
 

60. 上嶋千史、南方良章、一ノ瀬正和、第 3 章 呼吸リハビリテーションに必要なアセスメント, 
換気機能. 塩谷隆信 編、包括的呼吸リハビリテーション Ⅰ基本編. 新興医学出版社、
2007、p153-p158 
 

61. 一ノ瀬正和、放射線肺臓炎・放射線肺線維症. 杉本恒明, 矢崎義雄 総編集、内科学. 朝
倉書店、2007、p717-p718 
 

62. 一ノ瀬正和、薬物性肺臓炎. 杉本恒明, 矢崎義雄 総編集、内科学. 朝倉書店、2007、
p718-p720 
 

63. 一ノ瀬正和、ガス・粉じんによる肺疾患. 杉本恒明, 矢崎義雄 総編集、内科学. 朝倉書店、
2007、p720-p723 
 

64. 市川朋宏、一ノ瀬正和、気管支拡張薬の最近の進歩. 工藤翔二, 中田紘一郎,貫和敏博 
編集、呼吸器疾患最新の治療 2007-2009、南江堂、2007、p12-p17 
 

65. 松永和人、一ノ瀬正和、喘息治療の考え方 どんな薬物で治療するか？ 2.発作治療薬(リ
リーバー). 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器 common diseaseの診療  
気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p268-p273 
 

66. 松永和人、一ノ瀬正和、喘息治療の考え方 発作時(急性増悪時)の治療指針 1.発作強度
と薬物療法の実際 成人の場合. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器
common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p287-p291 
 

67. 一ノ瀬正和、今日における喘息の定義. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼
吸器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p16-p19 
 

68. 一ノ瀬正和、呼吸機能からみた特徴. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸
器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p20-p23 
 

69. 一ノ瀬正和、気道内径の調節機構. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸
器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p24-p25 
 

70. 一ノ瀬正和、喫煙と薬物反応. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器
common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p60-p61 
 

71. 一ノ瀬正和、NO の病態での位置づけ. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼
吸器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p152-p153 
 

72. 一ノ瀬正和、抗コリン薬の使用意義. 工藤翔二 監修, 大田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸
器 common diseaseの診療 気管支喘息のすべて. 文光堂、2007、p274-p275 
 

73. 一ノ瀬正和、長時間作用型 β2 刺激薬(LABA)とステロイド薬の合剤. 工藤翔二 監修, 大
田 健, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器 common disease の診療 気管支喘息のすべて. 文光
堂、2007、p308-p311 
 

74. 山縣俊之、一ノ瀬正和、慢性閉塞性肺疾患. 永井厚志, 吉澤靖之, 大田 健, 江口研二 
編、EBM呼吸器疾患の治療 2008-2009. 中外医学社、2007、p285-p291 
 

75. 松永和人, 一ノ瀬正和、高齢者における気管支喘息と COPD の臨床上の問題点・留意点. 
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相澤久道 監修、気管支喘息と COPD の類似点･相違点. メディカルレビュー社、2007、
p98-p108 
 

2008年 
76. 一ノ瀬正和、気道の反応性との関係. 宮本昭正, 小林節雄, 中島重徳 編、喘息の増悪化

とその対応. ライフサイエンス出版、2008、p45-p52 
 

77. 一ノ瀬正和、薬物療法. 江藤文夫, 上月正博, 植木 純, 牧田 茂 編集、呼吸・循環障害
のリハビリテーション. 医歯薬出版、2008、p76-p79 
 

78. 平野綱彦, 一ノ瀬正和、COPD の病因と病態. 桑平一郎 編著、COPD ハンドブック. 中外
医学社、2008、p8-p15 
 

79. 工藤翔二, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器 common disease の診療 COPD のすべ
て. 文光堂、2008、p1-p335 
 

80. 一ノ瀬正和、今日の COPD の定義. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、呼吸
器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p6-p8 
 

81. 一ノ瀬正和、COPD 発症と炎症. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、呼吸器
common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p40-p43 
 

82. 一ノ瀬正和、COPD と喘息の合併. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、呼吸
器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p92-p93 
 

83. 一ノ瀬正和、増悪の減少 . 工藤翔二  監修 , 永井厚志 , 一ノ瀬正和  編集、呼吸器
common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p173-p174 
 

84. 柳澤 悟、一ノ瀬正和、COPD患者の死亡を取り巻く状況. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一
ノ瀬正和 編集、呼吸器 common disease の診療 COPD のすべて. 文光堂、2008、p175-
p177 
 

85. 一ノ瀬正和、安定期 COPD の薬物療法の原則. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 
編集、呼吸器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p185-p187 
 

86. 小荒井晃、一ノ瀬正和、長時間作用型抗コリン薬. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正
和 編集、呼吸器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p195-p199 
 

87. 杉浦久敏、一ノ瀬正和、テオフィリン薬. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、
呼吸器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p204-p205 
 

88. 杉浦久敏、一ノ瀬正和、COPD の新しい治療薬の展望. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ
瀬正和 編集、呼吸器 common disease の診療 COPD のすべて. 文光堂、2008、p209-
p211 
 

89. 市川朋宏、一ノ瀬正和、吸入ステロイド. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編集、
呼吸器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p214-p217 
 

90. 市川朋宏、一ノ瀬正和、LABA との配合剤. 工藤翔二 監修, 永井厚志, 一ノ瀬正和 編
集、呼吸器 common diseaseの診療 COPDのすべて. 文光堂、2008、p218-p219 
 

91. 杉浦久敏、一ノ瀬正和、活性窒素と炎症性呼吸器疾患. 工藤翔二, 土屋了介, 金澤 実, 
大田 健 編集、Annual Review呼吸器. 中外医学社、2008、p17-p25 
 

92. 小川浩正、一ノ瀬正和、COPD の呼吸困難感とエアートラッピング. 工藤翔二, 土屋了介, 
金澤 実, 大田 健 編集、Annual Review呼吸器. 中外医学社、2008、p70-p82 
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93. 一ノ瀬正和、 気道過敏性検査. 工藤翔二 監修, 相澤久道, 大田 健, 川崎一輝, 弦間
昭彦, 酒井文和, 中田紘一郎, 永武 毅, 貫和敏博 編集, 呼吸器疾患診療マニュアル. 
日本医師会、2008、p138-p139 
 

94. 杉浦久敏、一ノ瀬正和、最近話題の特殊検査. 工藤翔二 監修, 相澤久道, 大田 健, 川
崎一輝, 弦間昭彦, 酒井文和, 中田紘一郎, 永武 毅, 貫和敏博 編集, 呼吸器疾患診
療マニュアル. 日本医師会、2008、p160-p161 
 

95. 市川朋宏、一ノ瀬正和、COPD. 高橋敬治監修, 薬物吸入療法研究会編集, 21 世紀の吸
入療法. 仙台気道研究所、2008、p163-p175 
 

96. 一ノ瀬正和、気道過敏性の構成要素. 工藤翔二, 土屋了介, 金沢 実, 大田 健 編集, 
Annual Review呼吸器. 中外医学社、2008、p77-p83 
 

2009年 
97. 一ノ瀬正和、バイオマーカー. 森川昭廣, 足立 満, 秋山一男, 大田 健, 東田有智 編

集, 難治性喘息をめぐって. ライフサイエンス出版、2009、p44-p49 
 

98. 松永和人、一ノ瀬正和、喘息治療管理のモニタリング法の今後の見通しは? EBM アレル
ギー疾患の治療 2010-2011. 中外医学社 2009、p69-p73 
 

2010年 
99. 一ノ瀬正和、喘息・COPD の合併の実態とその鑑別―バイオマーカーを中心として. 足立

満, 森川昭廣, 秋山一男, 大田健, 東田有智 編集, 喘息の診断と治療における問題点 
ライフサイエンス出版、2010、p151-p155 
 

100. 一ノ瀬正和、薬物によるコントロールについて. 滝澤 始 編集, 気管支喘息、2010、
p43-p49 
 

101. 柳澤 悟、一ノ瀬正和、慢性呼吸不全. 松田 暉, 荻原俊男, 難波光義, 鈴木久美, 
林 直子 編集, 疾病と治療Ⅰ、2010、p36-p38 
 

2011年 
102. 高橋敬治、長瀬隆英、西村正治、一ノ瀬正和、足立 満、石岡伸一、三島理晃、工

藤翔二、西村浩一、相澤久道、栗山喬之、永井厚志 監修. 福地義之助 著書 総監修, 
COPD 病態解明と治療の進歩 Capter4 COPD における臨床薬理Ⅰ-長時間作用性抗コリン
薬-.  アルタ出版 2011、p63-p77 
 

103. 一ノ瀬正和、気管支喘息の気道炎症・リモデリングに関するバイオマーカーを検討す
る. 大田健 編集、～抗体治療時代の～気管支喘息治療の新たなストラテジー. 先端医学
社、2011、p59-p66 
 

104. 一ノ瀬正和、開発中の COPD治療薬. The LUNG Perspective、2011; 19: p126-p132 
 

105. 南方良章、一ノ瀬正和、COPD に対する新規 β2刺激薬治療．永井厚志, 巽浩一郎, 
桑野和善, 高橋和久 編集、Annual Review呼吸器. 中外医学社、2012、p175-p182 
 

106. 一ノ瀬正和、喘息診断のポイントとコツ．Medical Practice 29、文光堂、2012、p580-
p584 
 

107. 一ノ瀬正和、呼吸障害の病態と診断．新呼吸療法テキスト、アトムス、2012、p90-p93 
 

108. 一ノ瀬正和、各種病態に対する呼吸管理法．新吸療法テキスト、アトムス、2012、
p252-p256 
 
 

2014年 
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109. 小荒井晃、一ノ瀬正和、気管支喘息における新規生物学的製剤開発の可能性を探
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349. 赤松啓一郎、一ノ瀬正和．貼付型 β2刺激薬投与中の COPD 患者に対するチオトロ
ピウムよる呼吸機能と呼吸器困難の改善効果. 和歌山医学、2011; 62: 20-23 
 

350. 一ノ瀬正和、永井厚志．新規長時間作用性 β2刺激薬インダカテロール：COPD治療
における臨床上の位置づけ. 呼吸、2011; 30: 623-631 
 

351. 一ノ瀬正和．気管支喘息、医療ジャーナル、2011; 47: 311-317 
 

352. 一ノ瀬正和 (司会)、植木 純、小川浩正、藤本圭作．COPD患者の息切れへの対
応：SABAの上手な使い方 (座談会).  呼吸、2011; 30: 676-683 
 

353. 南方良章、 一ノ瀬正和．我が国における COPDの疫学 ‐諸外国との比較‐. 日本臨
床、2011; 69: 1721-1726 
 

354. 一ノ瀬正和．吸入ステロイドと長時間作用性 β2刺激薬の合剤のインパクト. 内科、
2011; 108: 390-395 
 

355. Kjell Alving、一ノ瀬正和 (司会)、相澤一男、新実彰男．呼気一酸化窒素(FeNO)と
呼吸器疾患 (座談会). 呼吸、2011; 773-781 
 

356. 松永和人、一ノ瀬正和．成人喘息の早期診断における課題と展望. アレルギーの臨
床、2011; 31: 27-31 
 

357. 松永和人、一ノ瀬正和．呼気 NO濃度測定：喘息補助診断の新しいツール. アレル
ギーの臨床、2011; 31: 342-346 
 

358. 一ノ瀬正和．アレルギー疾患の病態理解と管理の進展. アレルギーの臨床、2011; 
31: 16 
 

359. 平野綱彦、一ノ瀬正和．声帯機能不全. 呼吸、2011; 30: 986-989 
 

360. 一ノ瀬正和．気道炎症のマーカー. Medical Technology、2011; 39: 1286-1290 
 

2012年 
361. 菊地利明、貫和敏博、一ノ瀬正和．遺伝子治療の回顧と展望．Antisense、2012; 16: 

16-24 
 

362. 一ノ瀬正和．チオトロピウム. 薬局別冊、2012; 63: 82-87 
 

363. 一ノ瀬正和．喘息と COPD治療における抗コリン薬と β2刺激薬の位置づけ. 
Medicina、2012; 49: 470-473 
 

364. 松永和人、一ノ瀬正和． 喘息長期管理のための炎症モニタリング. 臨牀と研究、
2012; 89: 63-68 
 

365. 一ノ瀬正和．序論．最新医学 2012; 67: 5 
 

366. 松永和人、一ノ瀬正和．気道炎症モニタリングの現状と展望．最新医学 2012; 67: 34-
40 
 

367. 一ノ瀬正和．慢性閉塞性肺疾患（COPD）．検査と技術、2012; 40: 1324-1329 
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2013年 
368. 一ノ瀬正和．安定期の薬物療法. 診断と治療、2013; 101: 43-49 

 
369. 一ノ瀬正和．管理と治療の進歩. 薬物療法(特集/気管支喘息:診断と治療の進歩).

日本内科学会雑誌、2013; 102: 1392-1396 
 

370. 一ノ瀬正和．特集 COPD（慢性閉塞性肺疾患）-病態解明から治療まで-.薬剤介入
による大規模試験. 最新医学社、2013; 68: 1125-1131 
 

371. 一ノ瀬正和．COPD治療の最前線．日本内科学会雑誌、2013; 102: 1822-1828 
 

372. 一ノ瀬正和．安定期の管理、日本呼吸器学会 COPDガイドライン第 4版をめぐって. 
日本胸部臨床、2013; 72: 1219-1227 
 

373. 一ノ瀬正和．特集 内科診療にガイドラインを生かす、呼吸器疾患 COPD. 
Medicina、2013; 50: 118-123 
 

374. 玉田勉、一ノ瀬正和．COPD薬物治療法の新展開. 呼吸、2013; 32: 1103-1121 
 

375. 玉田勉、一ノ瀬正和．【ガイドラインをふまえ、気管支喘息の病態研究・治療の最前
線に迫る】 COPD合併喘息の病態の最新知見と診断・治療の実際を探る．Respiratory 
Medical Research、2013; 1: 9-24 
 

376. 一ノ瀬正和．慢性閉塞性肺疾患の新治療法開発を目指して．東北医学雑誌、2013; 
125: 249-251 
 

377. 一ノ瀬正和．【内科診療にガイドラインを生かす】 呼吸器疾患 COPD．Medicina、
2013; 50: 18-123 
 

378. 玉田勉、一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 シーブリ．呼吸、2013; 32: 1053-1059 
 

379. 東出直樹、菊地利明、一ノ瀬正和．【最新肺癌学-基礎と臨床の最新研究動向-】 肺
癌の疫学 危険因子 家族性肺癌．日本臨床 最新肺癌学、2013; 1: 78-83 
 

380. 小荒井晃、一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 オーキシス 9μg タービュヘイラー．
呼吸、2013; 32: 935-943 
 

381. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【活性酸素-基礎から病態解明・制御まで】 疾患病態・臨床
編 慢性閉塞性肺疾患と酸化・ニトロ化ストレス．医学のあゆみ、2013; 47: 863-869 
 

382. 永井厚志、一ノ瀬正和、西村正治、三嶋理晃．COPDガイドライン第 4版について．
呼吸、2013; 32: 596-605 
 

383. 一ノ瀬正和．気管支喘息診断の新しい指標 呼気一酸化窒素濃度と呼気凝縮液．
宮城県医師会報、2013; 814: 830-834 
 

384. 柳澤悟、一ノ瀬正和．【変貌する肺の生活習慣病 COPD-早期診断で併存症にも好
影響】 大きく改善した COPDの治療効果 COPD治療と全身併存症の改善．Modern 
Physician、2013; 33: 1408-1412 
 

385. 赤松啓一郎、松永和人、杉浦久敏、小荒井晃、平野綱彦、南方良章、一ノ瀬正和．
気管支喘息と COPDの合併 気管支喘息と COPD合併の診断．呼吸、2013; 32: 753-755 
 

386. 一ノ瀬正和．COPD診断と治療の新しい考え方 新ガイドラインのポイントとマクロラ
イドの可能性を中心に．診療と新薬、2013; 50: 497-504 
 

387. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【気管支喘息の研究 アップデート】 気管支喘息のバイオ
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マーカーをめぐって．アレルギー・免疫、2013; 20: 972-982 
 

388. 一ノ瀬正和．【COPDの診断と治療】 COPDの治療 安定期の薬物療法．診断と治
療、2013; 101: 855-861 
 

389. 柳澤悟、一ノ瀬正和．神経線維と神経ペプチド．アレルギーと神経ペプチド、2013; 
9: 34-39 
 

390. 一ノ瀬正和．【COPD-その病態と最新治療】 治療薬の大規模試験と解釈．カレントテ
ラピー、2013; 31: 499-503 
 

391. 玉田勉、一ノ瀬正和．【COPD治療のキーポイント】 治療 気管支拡張薬．Mebio、
2013; 30: 43-57 
 

392. 柳澤 悟、一ノ瀬 正和．【難治性気管支喘息の最前線】 喘息の難治化要因とその
対策 環境要因 喫煙、アレルゲン、職業、大気汚染・酸化ストレスなど．呼吸器内科、
2013; 23: 157-162 
 

393. 村松聡士、玉田勉、一ノ瀬正和．【重症喘息の背景因子と治療戦略】 重症喘息の多
様性とその治療戦略．臨床免疫・アレルギー科、2013; 59: 367-373 
 

394. 玉田勉、一ノ瀬正和．COPD薬物療法の新展開．呼吸、2013; 32: 1103-1121 
 

395. 村上康司、玉田勉、奈良正之、光石陽一郎、村松聡士、海老名雅仁、一ノ瀬正和．
診断基準改訂前後のサルコイドーシスの臨床的特徴と予後予測因子としての sIL-2R変化
率の検討．日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会雑誌、2013; 33: 83-89 
 

2014年 
396. 一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 新規喘息長期管理薬チオトロピウム 作用機序

と臨床効果．呼吸、2014; 33: 1133-1140 
 

397. 田畑 雅央、一ノ瀬正和．スパイロメトリー・フローボリューム曲線．呼吸、2014; 33: 
998-1005 
 

398. 玉田 勉、奈良正之、村上康司、村松聡士、一ノ瀬正和．TLR と気道分泌．呼吸、
2014; 33: 971-981 
 

399. 一ノ瀬正和．【気管支喘息 最新の話題】 新規喘息治療 吸入ステロイド/β2刺激薬
配合薬,抗コリン薬．呼吸と循環、2014; 62: 1155-1160 
 

400. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【臨床試験へのチャレンジ-呼吸器領域における臨床試験の
立案から報告まで-】 COPD．日本胸部臨床、2014; 73: 1165-1176 
 

401. 玉田勉、一ノ瀬正和．【全身成人病としての COPD】 新しい治療薬とその使い方．成
人病と生活習慣病、2014; 44: 1027-1033 
 

402. 一ノ瀬正和．【気管支喘息・COPDにおける肺機能～呼吸生理と病態生理～】 気
道・肺病変の定量化．アレルギー・免疫、2014; 21: 1327-1329 
 

403. 一ノ瀬正和、福地義之助、長谷川紗由美．日本における慢性閉塞性肺疾患(COPD)
患者自覚症状および治療実態調査．呼吸、2014; 33: 813-823 
 

404. 一ノ瀬正和．中高年の肺炎のリスクファクター 慢性閉塞性肺疾患(COPD)．感染防
止、2014; 24: 1-6 
 

405. 小荒井晃、一ノ瀬正和．【気管支喘息における新規生物学的製剤開発の可能性を
探る】 ケモカイン受容体(CCR3、CCR4、CXCR2)．Respiratory Medical Research、2014; 2: 
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177-181 
 

406. 小荒井晃、一ノ瀬正和．これでわかる!最新のバイオマーカー(第 3回) 呼気凝縮液
中のバイオマーカー．Respiratory Medical Research、2014; 2: 125-128 
 

407. 一ノ瀬正和、工藤翔二、桑平一郎、戸蒔雅文．一般診療における COPDの診断の
改善に向けて．呼吸、2014; 33: 642-650 
 

408. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【そこが知りたかった!-生理機能検査 最新の動向-】 呼吸
器 NO測定．臨床病理レビュー、2014; 151: 68-76 
 

409. 村松聡士、一ノ瀬 正和．【喘息に影響する種々の側面とその課題をめぐって】 年齢
層ごとの課題と喘息の種々の側面 成人喘息．Progress in Medicine、2014; 34: 1001-1005 
 

410. 山田充啓、一ノ瀬正和．【エクソソームによる疾患研究の新展開】 呼吸器疾患にお
けるエクソソーム．BIO Clinica、2014; 29: 536-539 
 

411. 玉田勉、一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 ウルティブロ．呼吸、2014; 33: 477-484 
 

412. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【COPD 著しく進歩したこれからの実地診療の実際】 
COPD とはどんな病気か? 新しい COPDガイド．ライン(2013)より 実地医家の具体的な治
療と管理実践指針．Medical Practice、2014; 31: 536-544 
 

413. 玉田勉、一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 レルベア・エリプタ．呼吸、2014; 33: 
270-277 
 

414. 玉田勉、一ノ瀬正和．これでわかる!最新のバイオマーカー(第 2回) 呼気中一酸化
窒素(FeNO)．Respiratory Medical Research、2014; 2: 49-52 
 

415. 小林誠、一ノ瀬正和．【日本呼吸器学会 COPDガイドライン第 4版を読み解く】 
COPDの管理目標と安定期管理．Respiratory Medical Research、2014; 2: 19-24 
 

416. 一ノ瀬正和．気腫病変への COPD薬の有効性．日本医事新報、2014; 4693: 65-66 
 

417. 柳澤悟、一ノ瀬正和．【段階に応じた COPD薬物治療】 コントロール不良 喘息合
併・頻回の増悪 吸入ステロイドと喀痰調整薬の意義．日本医事新報、2014; 4681: 35-39 
 

418. 松永和人、一ノ瀬正和、亀井雅、坂本幸裕、早田敦司、赤松啓一郎、平野綱彦．
COPDにおける mMRC スコアと閉塞性換気障害による病期分類との関連性．呼吸、2014; 
33: 173-178 
 

419. 玉田勉、一ノ瀬正和．【気道過敏性の分子メカニズムと治療】 神経支配による気道
過敏性機序とその治療．アレルギーの臨床、2014; 34: 221-226 
 

420. 光石陽一郎、一ノ瀬正和．【喘息診療最前線】 診断最前線 バイオマーカー．
Mebio、2014; 31: 17-25 
 

421. 菊地利明、Santoso Arif、貫和敏博、一ノ瀬正和．肺組織幹細胞に着目した新規治
療法の開発．呼吸、2014; 33: 72-76 
 

422. 玉田勉、一ノ瀬正和．【COPD治療の新時代 21世紀の「社会的」生活習慣病】 新
規治療薬の開発と展望．内科、2014; 113: 227-234 
 

2015年 
423. 一ノ瀬正和．内科医からみた先制医療 全身疾患としての COPD 早期介入による

併存症予防．日本内科学会雑誌、2015; 104: 1812-1818 
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424. 三橋善哉、菊地利明、山田充啓、一ノ瀬正和．肺のマイクロバイオーム．呼吸、2015; 
34: 637-644 
 

425. 一ノ瀬正和、滝沢綾子．長時間作用性 β2刺激薬・オロダテロールの COPDに対す
る臨床的有用性．薬理と治療、2015; 43: 1109-1125 
 

426. 宮内栄作、一ノ瀬正和．【アレルギー性疾患における新規治療戦略】 抗 IgE抗体療
法．臨床免疫・アレルギー科、2015; 64: 145-149 
 

427. 宮内栄作、一ノ瀬正和．病気のはなし 慢性閉塞性肺疾患．検査と技術、2015; 43: 
744-750 
 

428. 佐藤輝幸、一ノ瀬正和．【外来で出会う呼吸器 common疾患】 呼吸器系の
common症状 呼吸困難への対応．Medicina、2015; 52; 1457-1459 
 

429. 一ノ瀬正和．【COPD(慢性閉塞性肺疾患);内科医の診断と治療の向上を目指して】 
COPD病態・治療 治療．日本内科学会雑誌、2015; 104: 1108-1114 
 

430. 一ノ瀬正和、【内科疾患の診断基準・病型分類・重症度】(第 1章)呼吸器 慢性閉塞
性肺疾患(COPD)．内科、2015; 115: 896-898 
 

431. 玉田勉、一ノ瀬正和．呼吸器疾患の新治療 アノーロ・エリプタ．呼吸、2015; 34: 
491-500 
 

432. 一ノ瀬正和、桑平一郎、長瀬洋之、茂木孝．喘息と COPDオーバーラップ症候群
(ACOS)．呼吸、2015; 34: 446-454 
 

433. 一ノ瀬正和．喘息と COPD合併症候群．臨床呼吸生理、2015; 47: 39-41 
 

434. 杉浦久敏、一ノ瀬正和．【発症前に診断し、介入する 先制医療 実現のための医学
研究】(第 2章)主要な疾患と先制医療 遺伝素因、環境因子、発症前診断の可能性、予
防法 呼吸器疾患 慢性閉塞性肺疾患(COPD)．実験医学、2015; 33: 1098-1105 
 

435. 一ノ瀬正和、御牧洋司、三嶋理晃、永井厚志．アクリジニウム臭化物の臨床的研究 
アクリジニウム 新規長時間作用性抗コリン薬．臨床医薬、2015; 31: 181-195 
 

436. 玉田勉、一ノ瀬正和．COPD とのオーバーラップ Asthma COPD overlap 
syndrome(ACOS)．呼吸器内科、2015; 27: 228-235 
 

437. 玉田勉、一ノ瀬正和．【難治性喘息 Up-Date-病態から治療まで-】 喘息の難治化因
子 喫煙．Respiratory Medical Research、2015; 3: 20-24 
 

438. 村松聡士、一ノ瀬正和．【喘息と COPDのオーバーラップ症候群(ACOS)をめぐっ
て】 診断．アレルギー・免疫、2015; 22: 554-559 
 

439. 玉田勉、一ノ瀬正和．【アレルギー疾患治療の有効性評価】 内科 バイオマーカー
からの評価 気管支喘息の気道炎症を反映するバイオマーカー．アレルギー・免疫、2015; 
22: 224-233 
 

440. 一ノ瀬正和．【喘息に対する吸入療法の新たな展開-抗コリン薬の有用性について考
える-】 成人気管支喘息を対象としたチオトロピウムの臨床効果．吸入療法、2015; 7: 34-40 

 
2018年 

441. 一ノ瀬正和【気管支喘息：研究と診療の最前線】気管支喘息の病態：オバーバービ
ュー．呼吸器内科、2018; 34(1): 1-6 
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